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研究内容 

タンパク質の機能は、その構造変化により生み出されます。生命現象の源であり、その

異常、破綻がヒト疾患の原因となります。分子薬理部では、結晶構造解析とクライオ電顕

を駆使し、タンパク質構造、構造変化からもたらされる機能理解を目指します。また新規

治療標的分子の探索、その疾患における破綻を、生化学、薬理学、遺伝学、分子生物学、

構造生物学、計算化学などさまざま手法を駆使して解き明かし、新規治療法の創出する

ことが目標です。 

⚫ ミトコンドリアの呼吸鎖活性調節 ミトコンドリアエネルギー産生機構の鍵 チトクロ

ム C オキシダーゼの活性調節機構の解明、ミトコンドリア心筋症の病態解明、さら

にチトクロムCオキシダーゼ活性化によるミトコンドリア病、ミトコンドリア心筋症の

治療薬開発を行っています。 

⚫ 心筋内炎症にかかわる新規分子の同定と、その病態発症メカニズムの解明、ヒト疾

患への関わりを研究しています。さらに独自に見出した分子を標的とする治療薬開

発にも取り組んでいます。 

⚫ 細菌とヒトのオキシダーゼのタンパク質構造は、似ているけど違います。 その構造

の違いを生かし、薬剤耐性菌にも有効な抗菌剤の開発を進めています。 
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その他 情報 

部紹介 HP  https://www.ncvc.go.jp/res/divisions/pharmacology/ 

独自 HP    https://ncvc-molpharm.jp/ 

紹介ビデオ：



https://www.youtube.com/watch?v=Ankb6Zuw2rc&list=PLBj17v9

wsin4o-oObA-fNhqeGP4GoRMXP&index=8 

 


